
 
  

 

 

 

 

 

令和６年度 新入生学校説明会を行いました。 
11月 1７日（金）に、令和６年度新入生説明会を鬼塚中学校体育館

で行いました。児童の皆さんとは初対面でしたが、説明を聞く態度の良

さに感心しました。今は、鬼塚小・久里小それぞれ別の学校ですが、来

年の 4 月からは、鬼塚中学校生として仲間になります。残りの小学校

生活を充実させ、しっかりと準備をして入学してくれることを期待して

います。 

 

３年生 認知症サポーター養成講座を行いました。 
11月 2２日（水）に、唐津市地域包括支援センターの江藤 渉 様（本

校育友会会長）他 2 名の方にお越しいただき、認知症についての貴重な

お話をしていただきました。認知症については、身近な社会問題で、その

理解が求められています。今回の講座をとおして、『認知症は誰もが起こ

りうる脳の病気である』、『その症状は、日常生活に必要なことができな

くなるなど治らないものと、周囲の理解と優しい関わり方で症状がよくな

るものがある』ということを教えていただきました。誰もが希望を持って

生きていける社会にするためにも、認知症についての理解をさらに広げて

いく必要があると思います。 

1年生 人形浄瑠璃鑑賞（はじめてのまなび応援事業）を行いました。 
  11月 24日（金）に、唐津人形浄瑠璃保存会の皆さんにお越しいただき、人形浄瑠璃の鑑賞を行いまし

た。この事業は、佐賀県の事業で、子どもたちの生涯学習への第一歩となる「はじめてのまなび」を応援す

るため、はじめての学び事業に取り組まれているものです。生徒たちは、人形浄瑠璃の歴史についての説明

を聞いた後鑑賞し、実際に人形のあやつりを体験しました。 

              

 

 

 

 

感動  感謝  思いやり 
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【～生徒たちの感想より～】 

・ひいおばあちゃんが認知症で、たまに何でわからないんだろうとか、同じことを何回も聞かれる

ことがあって嫌だなと思うことがあったけど、それは誰も悪くないし、しっかり理解してあげよ

うと思いました。 

・身近な人が認知症になったら、強く否定などせず話を聞き、受け止めようと思いました。 

・認知症の方への接し方や症状について知ることができました。家族が認知症になったとしても、

優しく接しようと思いました。 

・認知症の方には、優しく接しようと思いました。。 

・今日の講話をとおして、より深く認知症について知れてよかったです。 



 

2年生 ＡＥＤ教室を行いました。 
1１月 22 日（水）に、2 年生保健体育の授業の一環で、ＡＥＤ教室を行いました。唐津消防署中部分署

の前田様、山下様に講師としてお越しいただき、胸骨圧迫の仕方とＡＥＤの使用方法について実技指導をし

ていただきました。講師の先生方からは、生徒たちの真剣で意欲的な姿に、お褒めの言葉をいただきました。 

 

 

 

 

不審者対応避難訓練を行いました。 
11月 2９日（水）、不審者対応避難訓練を行いました。今回は、不審者の

校内侵入を想定し、生徒の避難と職員による通報訓練、さす股の使用訓練を

行いました。また、全校生徒に対しては、唐津警察署の宮﨑様から、不審者

が出没しやすい場所と時間帯、被害にあわないための回避方法、不審者に声

をかけられた場合の対処方法等について講話をしていただきました。 

 

 

【～生徒たちの感想より～】 

・倒れている人や具合が悪い人を見つけたら、すぐに動いて心臓マッサージやＡＥＤができるよう

になりたいと思いました。 

・ＡＥＤの使い方は、覚えればすぐできるような使い方で、初めての人にもできるように音声での

工夫がされているんだなと思いました。 

・ＡＥＤが使えることで救える命があり、もし人が目の前で倒れていたら、冷静に判断し習ったこ

とを思い出してやってみようと思います。 

・胸骨圧迫は思っていた以上に力が必要でとても疲れました。 

・ＡＥＤの使い方が少し難しかったけど、使い方を教えてもらったので、もし倒れている人がいた

ら助けたいと思いました。 

・胸骨圧迫では、何回かするうちにできるようになり良かったです。ＡＥＤでは、素早く使うこと

ができなかったけど、手順を覚えることができて良かったです。 

・今までＡＥＤの使い方についてわかっていなかったので、これからは何かあった時は、落ち着い

てできると思います。 

・消防署での職場体験で、胸骨圧迫とＡＥＤの使い方を教わっていたけど、今回思い出すことがで

きて良かったです。 

・今回の体験で、いざという時に行動できるよう大切な経験ができました。 

・授業を受けて、一人一人の行動の大切さが消防署員の方から伝わってきました。 

・いざという時に必要な知識だと思うので、みんなで体験できて良かったです。 

・ＡＥＤの使い方や胸骨圧迫の仕方を学び、これからの自分がいざという時に動けるようにしたい

なと思いました。 

・初めて胸骨圧迫をして、最初は全然できなかったけど、最後はできるようになったので良かった

です。 


